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れんとげん学（増補第五版）

第六門 医学上の応用

第十四編 レントゲン室

第三十七章 レントゲン室に備うべき器具

管球支持脚 (Stand 英 ; Stativ 独 )

レントゲン診断又は治療を施すには管球を適当な位
置に於て固定支持せざる可からず．此用途に管球支
持脚を用う．其種類頗る多しとす．最簡易なるは第
四百三十七図の如く円形又は三角形の木台或は鉄台に
一条の太き鉄製又は木製の支柱を建立して更に之に腕
木を付属せしめたるものなり．

腕木は本柱を上下し或は前後に進退して適当の位置に
於て螺

ねじくぎ

釘にて固定せらる．腕木の先端には木製の挿み
を付属し管球の陰極部を挿みて固定す．管球を挿む所
には厚き羅紗を張りて柔らかとす .

管球支持脚の形態は多きも要するに二様なり．一は
治療及び撮影用のもの，他は之に兼ぬるに透視用に供
すべき装置を付属せるものなりて而して又管球支持脚
には管球を裸出して挿置するものと，一定局部外には
レントゲン線の放射を遮断し彼の恐る可き火傷の危険
を防げる遮断装置を設けたるものとあり．其遮断装置
には第四百三十八図の如き含鉛硝子鐘を用うるか或は
木製函内を含鉛護

ゴ ム

謨布にて被覆せるものに管球を納れ，
函の下面には適当の孔を穿ち更に遮光装置を設置する
か或は之に大小種々の金属円筒，若しくは含鉛硝子筒
を挿置したるものなり．

治療及び撮影用管球支持脚の腕木を固定せば，所要
の管球位置を定め得るものなり．今次に二三の種類を
紹介せん．第四百三十九図はランベルツ考案の支持台
にして腕木の上下及び前後の推進運動は歯車にて行れ，
一定位置に定めば木

もくねじ

捻にて固定す，其腕木の推進距離
を知る為に尺度 ( 糎 ) を施せり．腕木の先端に付属せ
る木製保護函内に管球を納れて之を固定す．

第四百四十図も亦之れと同一装置なるも腕木の上下及
び左右の運動を一個の捻

ねじ

にて行い且つ管球を納むるに
は含鉛硝子鐘を用う．

第四百四十一図は鉄台に鉄製の円柱を建て管球全部を
納れたる遮光装置を有せる木箱を腕木に着く．腕木の
重さは支柱内に納れたる分銅にて平均せしめたるが故
に任意の高さに容易に保留し得るものなり．

木函の側方には小窓あり含鉛硝子板を箝め管球の硬度
又は放射の状態を窺う便に供せり．木箱は腕木と槓

こうかん

杵
装置にて連結せるを以て如何なる管球位置をも選択し，
且つ容易に固定し得るなり．

 第四百三十七図  第四百三十八図

 第四百三十九図  第四百四十図

 第四百四十一図  第四百四十二図
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透視を兼ぬる管球支持台を汎用管球支持脚 (Universal 
stand 英 ; Universale-Stativ 独 ) と名づく．鉄製の復雑
装置にして高価なり．若し次章に述べる透視用具を用
うれば特に此者を求むるの必要なし．吾人は管球支持
脚としては最も簡端なるものを選ぶべし．之れ撮影治
療のみの目的に使用するにはなるべく運用の簡易なる
を便とすればなり．

ホルツクネヒトは防禦装置付の管球支持脚は重量多
き為に使用上微妙の運転を欠くことあるを以て氏は防
禦装置を第四百四十三図の如く天井より懸垂し，其内
に管球を置き通常の簡易支持脚を以て該器の位置を
固定するにあり．此防繋装置は同重量の分銅にて衡
均を保ち，天井に付着したる球状関節にて自由に四方
に廻転し得れば容易に任意の局部上に固定せらるヽな
り．不用時には高く之を挙上し置くを以て室内の広さ
を妨げざる特点あり．第四百四十四図は深部放射治療
用として使用する支脚なるが，管球を保持する腕木の
殊更に長く，絶縁材料を以て製作せしものなり．又第
四百四十五図は寝台上に滑走せる鞍形の木枠に管球を
入れて使用す．此者は放射部位及び放射門口正中線の
落射位置皮膚上迄の焦点距離を正規に定め得るの便宜
多く，深部治療放射には欠くべからざる用具なり .

此装置は嘗て我が国に汎く採用せられたるものなるが
此装置にては管球を破損すること夥しき事実を藤井鐵
也は発見せり．是れ我が国の湿度は欧洲に比せば遙に
高くして，中川著日本気候学によるに湿潤量は七〇乃
至八十六%の多きに達するを以て彼の気候の乾燥せる
独逸に於て製られたるものを直ちに本邦に採用し，之
を模規せんとするは大に慎まざる可らず．此木箱は購
人当時は乾燥せるも一たび霖

りん う

雨期に至るや著しく湿潤
し爾来全く乾燥し能わず，為に函外に漏電すること少
からざるを以て管球内放電は不能となり殊に硬き管球
を使用する場合に之に強いて電流を通ずれば火花が管
球外に飛躍し又挿みの周囲に漏電し管球に衝動して之
を損傷するの機会多しとす．殊に初学者が稍

や や

々硬き管
球を使用するの際放電光の発せざるを見て強いて電圧
を高むれば之を遂げ得ると誤信し高電流を通ずるや忽
ち管球を破損せしむることあり．之れ管球内は抵杭高
き為に電流通過せず，湿潤せる木箱に漏電し居るもの
にして，強いて電圧を高

たかめ

れば火花が飛躍し，管壁に衝
動して之を破砕し空気を侵入せしむ，其他斯る場合に
は挿みの羅紗を焼灼することあり．其他木函内に管球
を納れば空気流通の悪きが故に管球を熱すること夥し
く，又管球放射の状態を容易に窺い難きが故に硬度の
如何を知り難く，其他管球の正中線位置を定むるに不
便なること多し．斯る欠点の為め独逸に於ても函付管
球使用を非難せるもの少からず，されば独逸に行るヽ
ものと雖

いえども

彼我の事情を鑑みて購求せざれば不利を蒙る
こと多し．初学の人予め先輩の経験を聴く可し．

第四百四十二図は専ら米国に於て使用せらるヽ透視及
び治療兼用のものなり．其外観の欧洲式にして異なる
のみ．

 第四百四十三図

 第四百四十四図

 第四百四十五図
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透視用具

前述の透視兼用の汎用管球支持脚を用いても透視の目
的は十分に遂げ難きものなり．透視検査は暗室に於て
行うが故に管球の上下左右運動及び遮光器の開閉に際
し電

でんらん

纜に触るる危険なくして任意に且つ容易に操作す
る設置あるものに非らざれば到底完全なる診断を下し
難しとす．

前述の透視兼用の支持脚にありては例えば食道の嚥下
運動を追求せんと欲するも，暗室にて管球を上下に運
動せしむるには人手を借らざれば遂げ難きを以て，思
うまヽに嚥下運動を詳しく検査し得ざるが故に特設専
用の透視用具を用うるを可とす．

キンベックの懸垂遮光装置透視用具は最も簡単なれ
ども取扱不便なるが故に今は用いられず．此者は鉛
板にて被覆したる木板の中央に十糎平方の正方窓を
作り，之に上下及び左右より任意の開放又は閉鎖し
得る遮光鉛板を付けたるものなり．其外側に木製枠を
固定して之に其管球を挿むなり．此装置を天井より懸
垂し更に薄き木製衝立を其前方に設置し，懸垂遮光装
置を此衝立に触接せしめつヽ遮光器の把柄を握りて上
下左右に懸垂遮光装置を衝立板に触接せしめながら之
を動しつヽ検査部位の大小，明暗に応じて遮光器を或
は開き或は之を縮小するなり．患者は衝立に倚りて直
立す．之れよりも装置の構造は稍々複雑なるが取扱上
には至つて便宜なるものあり．こはオルトスコープ
(Orthoscop) 或はクリノスコープ (Krynoscop) 或はムル
トスコープ (Multoscop) 等の名称を付して市場に提供
せらる．此等の装置は製造会社によりて各名称を異に
し製作に多少の差別あるも何れも大同小異の組立なり．
四百四十六図はクリノスコープの写真なり．其重要な
るものは帆布張衝立の裏面に自由に管球を移動し得る
装置と遮光装置とを設く．何れも長き把柄にて此等を
容易に運転しつヽ操作するなり．

患者は衝立の前に直立して之に倚りかヽれば可な
り．又患者を不動の姿勢に保つ為に衝立より出ずる横
木にて両腋窩を固定するなり．蛍光板は患者の前に置
きて衝立の側方より出ずる金属製插みに插むか或は第
四百四十七図の如く天井より垂下すれば一層便利なり .

又此装置には関節装置ありて帆布衝立を横に倒せば寝
台となり，重症患者を帆布上に仰臥せしめて下方より
上方に向け放射して検する便あり．

又寝台用として第四百四十八図の如く特に製せられた
ものをトロスコープ (Troscop) と称し，仰臥位に於て
のみ検査する場合に用う．前者をレントゲン室に設備
すれば後者の用を兼ぬるを以て特別の場合の他此者を
購う必要を見ず .

第四百四十九図は米国に於て汎く用いらるヽものにし
て管球支持脚を透視用具に取り付け且つ実体写真撮影
装置を兼備し又寝台型にも適用せらる，殊に其特有な
るは患者を任意の斜傾位置に於て検査する便を具有す
ることとなり．

 第四百四十六図  第四百四十七図

 第四百四十八図

 第四百四十九図
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流接続転換換器

レントゲン室に於て透視用装置 ( 例えばオルトスコー
プを用うる場合 ) 及び治療撮影台を各々一定の場所に
設置するも其位置によりてはレントゲン発生機と管球
との連絡に不便なること多し．斯る場合に第四百五十
図の如き電流接続転換器を天井に設置し任意の方向に
電流を接続転換すれば便宜多しとす．

写真乾板観察函 (Negative Illuminating Box 英； 
Schaukaster 独 )

乾板の影像を観んと欲して直接に光源例えば電燈に向
い或は日光に面して乾板を翳

かざ

すも，明かに之を窺うこ
と能ざるものなれば必ず光の直射を遮りて乾板面に一
様に瀰漫せる光力を投射せしめて視る可し．レントゲ
ン室の北窓を板にて覆い更に適当の小窓を此覆板に作
り擦硝子を箝め乾板を茲に載せて視るも可なり．

若し陰雨夜間或は暗室に於ては人工光源例えば電燈
を木函に納め其内面を白く塗りて光の反射を強め，前
面に擦硝子を箝めたるものを用いて乾板を検す．函
には燈光を明暗し得る電気抵抗器を備うべし．第
四百五十一図は此装置の一なり．乾板の影像を明かに
判知せんには必ず斯の如き観察函を備え周囲を暗くし
且つ光力を時には強く時には弱くなし，或は観者が乾
板に近づき或は遠かり或は乾板を斜視して十分観察せ
ざる可らず .

多数の乾板を一時に観察し，或は供覧せしむるには第
四百五十二図の如き方形の廻転式写真乾板観察函を作
り，其枠縁は凡て鉄製とし乳白硝子を以て四面を被覆
し斜面として走馬燈型に倣い徐々に廻転す．而して乾
板載木を其乳白硝子上に横

よこた

えて多数の乾板を併置する
の便とす．支柱には電気抵抗器を備え光の明暗を調整
するなり．

電
でんらん

纜 (Connector cable 英 ; Hochspannugskabel 独 )

レントゲン発生機より管球内に高圧電流を送るには
電 纜

でんらん

を用いて連続す．即ち針金にてレントゲン発生
機の両極子と管球の両極端との正負を誤たずして連絡
するにあり．その連絡に発生機の両極子より直接に管
球と連絡するものあり，或は二条の並行せる針金を天
井下に高く張り之れと発生機とを針金にて連絡し更に
此緊張せる針金上を移動し得る電

でんらん

纜を之に懸垂して管
球に連絡するものあり．何れも使用上には差別なし．
前者には第四百五十三図の如き巻尺型の弾条にて捲か
るヽ金モール製の電

でんらん

纜を用う．此者は通常レントゲン
室に於て設置せらるヽ方怯にして第四百五十四図及第
四百五十五図の如く二条又は三条の裸出せる太き針金
をレントゲン発生機の両極間距離と同じ広さにて天井
下を隔つること二尺の所に於て相対向せる壁間に緊張

 第四百五十図

 第四百五十一図

 第四百五十二図
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すべし．壁面に電
でんらん

纜を直接連接すれば漏電の危険ある
が故に図の如く陶器製碍子或はエボナイト製碍子を介
して完全に絶縁す可し．而して此針金に第四百五十三
図の如き巻尺型の電

でんらん

纜を懸くるか，或は第四百五十五
図の如く分銅下げの電

でんらん

纜を懸く．此分銅下げの電
でんらん

纜に
正負を一見易からしむ為め被覆線を赤色及び青色とす．
而して何れも滑車にて , 緊張せる針金上を滑動し任意
の所より管球に連接するにあり．而してレントゲン発
生機の両極と天井下に平行に緊張せる電

でんらん

纜とは更に針
金にて連絡すべし．但し第四百五十四図の電

でんらん

纜設置は
米国式にして三線用なり．中間線は管球調整用の電

でんらん

纜
なり．

通常管球の調整をなすには管球調整器の金属桿を下
げた陰極端子に近

ちかず

け少くとも約三糎を隔て其間に火花
を飛躍せしめて管球を調整し，希望の硬度に低下すれ
ば電流を断ち金属桿を挙上するものなり．然るに米国
式に於ては管球に放電しつヽ任意に調整を行うものに
して，中間電

でんらん

纜は管球調整器の金属桿の小環に連絡す
るにあり．他の両線は管球の両極端子に接続するなり．
今放電しつヽある管球の硬度を低下せんと欲せばレン
トゲン発生機上に在る管球調整用の紐を引きて金属桿
を中央部に出ずる金属球に近接せしむるときは両者間
に火を発す．中央の金属球の此中間の電

でんらん

纜と連絡せる
が故に電流は直接に調整器に入り瓦斯を放散せしめ管
球の硬度を低下す．而して所望の硬度に達したるとき
紐を放つや金属桿は中央部より出ずる金属球と離れ火
花の飛躍は止みて最早管球を調整せず．此方法にては
放電しつヽ調整しうるを以て彼の独逸に行わるヽ従来
の方法に比して安全に任意に硬度を完全に求め得るの
みならず整調に際して一々管球放電を中止するの煩を
避け得るの便宜あり．

凡てレントゲン発生機と管球との間には高圧電流が
通ずるものなれば之に用うる電

でんらん

纜を称して高圧用電
でんらん

纜
と名づく．深部治療に用うる高圧電

でんらん

纜として真鍮管或
はアルミニウム管 ( 口径約二粍 ) を用う可し．通常の
電
でんらん

纜を高き高圧電流に用うれば光芒の発生夥しく管球
付近に於て高圧が著しく低降し折角の目的に適せざれ
ばなり．第四百五十六図は其取付けのものなり．

高圧用電
でんらん

纜を余り長く延長すれば湿潤せる天候に際
し，電

でんらん

纜周囲に徴光を放ちエネルギーを損耗すること
多く従て管球運用に妙を欠くることあれば距離は許す
限り短きを良しとす又余り細きものも同様に微光を発
す．但し発生機より二米を距つるを要す．然らざれば
管球は発生機の生ずる磁場の影響を蒙り管球を破損す
る恐れあり．

 第四百五十三図

 第四百五十五図

 第四百五十六図
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管球架 (Tube hangers 英 ; Röhreträger 独 )

管球は破損し易きものなれば之を使用せざる場合には
安全に保存する必要あり．通常レントゲン室の壁に高
く木架を懸け之れに納むか或は硝子戸の木棚に納むる
ものなり．地震の時木棚は倒るる恐れ在り．

木架は第四百五十七図の如く幅広き且つ厚き木板に杯
状の孔を穿つ，孔の口径は管球膨大部の直径よりは約
三分の一小きものとす．且つ此杯状孔より更に一定の
広さ ( 陰極の太さより稍々大なるもの ) にて外縁まで
切り除き其周縁にはフエルトを貼布して管球の柔らと
す．此木架の杯状孔に陰極を下にし膨大部を入れて支
え置くものなり．

斯かる木架はレントゲン室に於て他物が触れざる安全
の場所を選み身長よりも高く壁に懸く可し．一木架に
は凡そ六個の管球を架け得るなり．管球間隙を相当に
設けて管球硝子を互に触接せしむる可からず．木架に
種々の形あるも便宜何れも同じ，例えば第四百五十八
図の如きものもあり．戸棚は硝子戸牕

まど

のものを用う，
棚内の本架の設置は前者と同じ．

防禦設備

医師及び技術者が日常レントゲン室内に於て従業する
ときは絶えず其放射を蒙り，例

たとえ

令微量なりと雖
いえども

長年月
に渉れば少なからざる放射量を体内に蓄積して遂に危
険を醸すこと夙

つと

に知れたる事実なり．されば作業者は
深く警戒して危険を未発に防ぐ可き手段講ぜざる可ら
ず．茲に現今行わるヽ一般の防禦法を述ぶる必要あり
とす．

《遮光衝立》 (Operators Protective Screen 英 ; 
Schutzwand 独 )

第四百五十九図の如く，幅三尺高さ六尺の木製衝立を
作り，脚台下には滑車を付け移動に便ならしむ．衝立
には小窓を設け術者観察の便に供す，而して小窓には
含鉛硝子を箝め其他には厚さ少くとも二粍の鉛板を以
て全部を被覆す可し．此衝立を管球と配電盤との間に
置き術者は此衝立に隠れ含鉛硝子小窓より管球及び患
者を観察しつヽ配電盤を操縦するものとす．

又感応コイルを使用する場合には第四百六十図の如く
衝立を小屋形になして，屋上にコイルを置き屋内に配電
盤を容れ術者も亦内に入りて操作するなり．

深部治療室に於て硬線の射出夥しく通常のレントゲン
室の設備にては防禦不完全なれば特に中隔を壁に設け
全部三乃至四粍の鉛板を貼り，小窓には深部治療防禦
用の厚き含鉛硝子を箝め絶対にレントゲン線の影響を
受けざる如くに努むべし．

 第四百五十七図

 第四百五十八図

 第四百五十九図

 第四百六十図
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其他放射線はレントゲン室外にも波及すれば隣室との
境殊に管球放射に対向せる壁には二乃至四粍の厚き鉛
材を広く貼り付けて防禦すべし．又硫酸バリウムを壁
に混和し厚さ四耗に塗れば十分の防禦となり得べし．

医師及び術者は猥
みだ

りに放射せる管球に近接し又は
顔を放射せる管球に近けて之に対向することは絶
対に厳禁す可し . 医師にして透視診断を施さんとす
る場合には含鉛護

ゴ ム

謨布にて作りたる胸当頭布手袋を
用う可し．第四百六十一図は含鉛護

ゴ ム

謨手袋にして眼
には第四百六十二図の含鉛硝子眼鏡を用う可し．第
四百六十三図は全身を保護したる服装なり．

蛍光板には含鉛硝子板を以て被覆せる者を必ず用うべ
し．含鉛硝子又は含鉛護

ゴ ム

謨布に於ける含鉛量は余の実
験によれば八十%以上ならざる可らず．市場に提供せ
るものを検せしに或る奸商は普通硝子を以て含鉛硝子
と偽り発売せり .

又米国製の蛍光板に用いらる，含鉛硝子は往々不完全
のものあり．或る蛍光板に於てはセルロイドにて被覆
せるものありと雖

いえども

此等は全く無意味なり．されば蛍光
板購人に際しては十分に含鉛硝子の含鉛量を検すべし
( 蛍光板章参照 )．蛍光板被覆硝子の含鉛硝子なるかを
知らんには含鉛硝子上に更に他の蛍光板を重ねて蛍光
を見る可し．若し第一蛍光板に含鉛硝子を用れば第二
蛍光板には蛍光作用を見ざるも普通硝子に在りては鮮
に蛍光を発現す．

透視診断に於て医者は蛍光板下に手を入れ患者の身
体に触れ所謂レントゲン触診する場合に直接手腕を蛍
光板下に人れて検することは将来レントゲン火傷を醸
す危険あり．含鉛護

ゴ ム

謨手袋にては鉛材陰影の為め影像
を覆う不便あるを以てホルツクネヒトは第四百六十四
図の如き肉汁匙形の木匙を作り匙緑には細き鉛線を付
け之に曲れる柄を設けたるものにして之をヂスチンク
トール (Distinktor) と命名せり．蛍光板を匙と曲ける柄
の間に入れ握りて摑み匙頭にて影像を触診するにあり．

 第四百六十一図

 第四百六十二図

 第四百六十三図

 第四百六十四図
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之を運搬するにも重量の重き為め取扱粗暴となり器械
を傷むることあれば一たび一定場所に器械を定めたる
後は之を一々動す可らず」と氏の所説は苟

いやし

くもレント
ゲン室設計に当りて従事者の服

ふくよう

膺すべきものなり．

レントゲン室の大
おおき

さは専門家なるか或は大病院にし
て診断治療の用途夥しきを予想すれば治療室診断室を
区別して各一室となすか冶療二室診断一室となすべき
も，小病院若しくは個人開業者にては治療兼診断の一
室にて可なり．第四百六十五図，第四百六十六図及び
第四百六十七図は各レントゲン室の設計図の一例なり．

レントゲン室は少くとも奥行五間，間口三間以上なか
らざる可らず．治療室診断室共に同大にて可なり通常
の室の如く硝子窓を設く．硝子窓には艶消硝子を用い
窓掛には黒布を釣り下げ或は木扉又は鉄製扉を設け之
を鎖して暗室の用に供す．室を暗闇になすことは透視
検査を行う場合に必要にして絶対に外部より , 光の漏
入せざる如くに注意す可し．

深部放射用室としな治療室器械室及び監督室の三部に
分ち治療室と監督室との境界は厳重に放射線を遮断す
べし．第四百六十八図は慶應大学病院にて設計したる
深部治療室の平面図なり．第四百六十九図は治療室に

第三十八章　レントゲン室

レントゲン室

レントゲン室は恰
あたか

も外科医の手術室の如く特別の室
なるが故に相当の設備を施すに非らざれば運用の妙を
現し難し．レントゲン室一は大病院に在りては各科よ
りの患者が往来に便宜ある位置を選定す可し．往々に
して外科手術室に付属せしめ，或は外来より遠く不便
なる場所に置くことあるもこは因襲の弊にして活用上
多大の不便あるものなり．今やレントゲン科は外科に
隷属せしむるが如き時代遅れに在るものに非ざるして，
各科との交渉の最も深き一門分科に進歩せしものなれ
ば病院の中央部に其所在を定め，各科よりの交通便利
なる如くに顧みざる可らず．個人の場合にありては診
察室と相隣れる室に之を選ぶは最も適切なり．アルベ
ルス，シエンベルクが其著書に於てレントゲン室の設
計には「先ず第一に室を出来得る限り広く定む可し．
装置及び付属品は場所塞ぎとなれば検査者の作業に障
りなく配置せざる可らず．レントゲン検査は容易周到
に行うべきものなれば医師は器械の為に自由を束縛せ
られず便宜の行動を採らざる可らず．若し室狭小なら
んか使用外の付属器等を其都度一々片付くる必要起り，

 第四百六十五図  第四百六十六図

 第四百六十七図
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して同時に二人を放射治療す．電
でんらん

纜は真鍮管にて管内
にクーリッジ管球灼熱電

でんらん

纜に封入せり．天井より下げ
たる柱は真鍮管を保持する絶縁材料なり．第四百七十
図は器械室なり．監督室に配電盤を置きて管球電流を
調整す．

各窓掛の黒布は電気モーター装置によりて一時に悉
ことごと

く
捲上げ捲下げ得る設備を施せば便なり．往々にしてレ
ントゲン室は絶対暗闇を要するものと誤信し窓を設け
ざる者ありと雖

いえども

，レントゲン室を終日密閉し置んが空
気は汚染せられ，又オゾンの発生夥しき為に頭痛を発
することあれは使用時間外には窓を開放し空気の流通
交換を致さざる可らず．治療に際しては絶対暗室の必
要なく管球の状態を検視しうる程度の薄暗にて可なり．
クーリッジ管球を使用する場合には何等室の薄暗を要
せず．其他室内には艶消ホヤにて包める電燈を設置す
可し．

電燈は天井より長く懸垂するが如き設備を施さずし
て，天井に直に取り付けるか或は壁に取付く可し．此
電燈付近に高圧電

でんらん

纜を通ず可らず．是れ高圧電纜周囲
に磁場を作りて為めに電燈の纖

せんじょう

縧を牽引して破損すれ
ばなり．電燈点滅装置はレントゲン器械操作者の付近
に備え医師の命令にて直に消燈し得る様設置す可し．

レントゲン室の床板は極めて堅牢ならざる可らず．殊
に近代式の交流レントゲン発生機を使用する場合にて
は十キロ以上の発生器械を用うることあれば其重量も
重きが故に横木を十分に添加し床板も厚きものを用う
可し．器械の広さ相当する大

おおき

さを特に煉瓦積或はコン
クリートに固めて此上に装置を据置すれば床板の振動
を防禦するに適せり．

レントゲン室の壁は黒色又は赤色に塗ららざれば不可
なりと謂う人あれどこは何等根拠ある説に非らず．黒
色又は赤色は患者をして恐怖の念を抱かしめ，或は不
安の想を起さしむるなり．而して又斯かる色に非らず
とも管球の光りは反射せざれば壁色は寧ろ淡青色或は
桃色を以て最良とす．白色にても透視に際して窓を完
全に暗くせば支障なし．

レントゲン室の天井はなるべく高きを良しとす．天
井板を張るよりは不燃焼物を交えたる壁となし，高圧
電
でんらん

纜は天井より二尺余の間隔を置き，量側壁面には絶
縁碍子を介しく連結して完全に漏電を防ぐべし ( 電

でんらん

纜
の項参照 )．深部治療としては天井床上間を十二尺以上
となすべし．特種絶縁碍子を介して金属管を懸垂する
なり．

レントゲン室には電気扇を備う可し．我が国の如き夏
期炎暑の候にありては術者にも患者にも煽風機の恩恵
を受けしむるは必然のことなり．又冬期にては室を温

む可し．蒸気暖爐は衛生上の最理想たるも此設備なき
ときは電気暖爐を用う可し．瓦斯暖爐火鉢は室内換気
悪しき為に空気を不潔にすること夥し．

レントゲン室器械を設置するに先
さきだ

ち未だ壁を塗らざ
るとき必要なる電線を壁裏に引き込めば室の美観を害
せず．室を完備したる後電気工事を起して電線を壁上

 第四百六十八図

 第四百六十九図

 第四百七十図
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六　管球支持脚
七　透視用製置
八　蛍光板 (30 × 40糎 ) 含鉛硝子板にて被覆せるもの
九　撮影遮光装置
十　管球架 ( 又は管球棚 )
十一　保護衝立
十二　含鉛護

ゴ ム

謨布
十三　胸当頭巾 ( 保護用 )
十四　濾過板
十五　治療用紅斑量測定器 ( ホルツクネヒト ) 深部
　　　治療用にはイオントクワンチメーテル其他
十六　硬度計 ( ベノア或はウェーネルト ) 等
十七　写真乾板観察函
十八　増感紙一枚 ( 専門家又は大病院なれば若干枚 )
十九　乾板下敷 ( 四ツ大さ，六ツ大さ，八ツ大さ )
　　　各一具
二十　乾板保存器
二十一　管球 ( 数個乃至十数個 )
二十二　砂嚢 ( 大小各四個宛 )
二十三　電流方向樽転換機

専門家は其他次の物を備うなり
二十四　実大測定器
二十五　実体写真撮影装置及び付属品
二十六　活動写真撮影装置
二十七　各種の硬度計
二十八　各種の紅斑量測定器

レントゲン室には必ず暗室を付属すべし．該暗室はな
る可くレントゲン室付近に於てレントゲン線の影響な
き場所に設置す可し．

に走らしむれば恰
あたか

も工場の如き観ありて頗る不体裁な
り予め注意す可し．

室の喚起装置には極めて注意を払い，又室を十分に乾
燥せしむ可し．即ち室の地下には導水管を埋没し砂を
敷き床板を二重張りに致せば大に有効なり．

レントゲン器械を如何に配置すべきかは室の大小操
作の便宜上一定の標準なきも入口より遠き壁に近接し
て之を置き，配電盤は其左又は右に於て器械に対し斜
に置き，配電盤の前には含鉛遮光衝立を置き，検身寝
台は室の中央に置き，管球支持脚は寝台の一側に置き，
患者は之れと反対側より検身寝台に登るなり．透視台
は室の一方に置き電流接続転換器にて電流を之に接続
す．

透視台管球支持脚寝台及び交流レントゲン発生機には
一条の導線を此等に繋ぎ其他端を地中に埋伏して器械
に漏電せる電流を地中に導く可し．彼の往々にして患
者が透視又は治療を受くる際針にて刺さるヽが如き感
ありと訴うるは付続品に漏電して患者に感電したる場
合なり．是れ地中線の設備なき為なり．地中導線の不
良の為め変圧器を損傷する機会多し．

感応コイルを用いウエーネルト断続器を使用する時其
断続の際爆声を放ち且つ有毒瓦斯を発生するが故に該
器を室外に置き電線にて配電盤に連続す可し．

交流レントゲン発生機にては其整流機の雑鳴喧
かまびす

しき
が故に発生機全部を特に小室内に入れ，配電盤ミリア
ムペア計電

でんらん

纜をレントゲン室内に置き，室内より室外
のレントゲン器械を調整する方法にあり．此方法は汎
く米国に於て行る所なし．若し室外に置く可き余地な
き場合には其装置の木函を十分に密閉し，床板が震動
して共鳴を発生せざる如くに致す可し．

近時一般に行るヽ木函に納めたる装置にては使用時間
外には其戸扉を開き空気を交換す可し．函内の空気を
乾燥せしむる為め炭素繊条の電燈を用うべし．

レントゲン室に設置すべき用器は次の如し .

一　レントゲン発生機
	 直流なれば	 	 交流なれば
	 感応コイル	 	 変圧器
	 瓦斯断続器	 	 整流器(或はケノトロン)
	 配電盤 ( 机型便利なり )	配電盤(机型便利なり)
	 ミリアムペア電流計	 ミリアムペア電流計
	 逆流抑制器

二　ク一リッジ管球陰極加熱用装置
三　高圧用電

でんらん

纜
四　定期断続器
五　検見台
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